
」
綴
“
 郵
一舞
 

r
?
）

・
て
 

に
“
声）
 

，
 

《
 
、

一

【
 

二
でり
‘誓

一
 

、
謝
リ鯛
』
『
」
 

●
 

，
ニ
ー
ト
 

『
・
ぐ
 ハに

雄
員
 

．に
ノ
ー
 

昭和63年 8 月 2 日第 3種郵便物認可 平成21年 6 月 1日発行（毎月1回1日発行）第302号 

aWILD BIRD SOCIETY OFJAPA竺AITAMA 

い3はと 
20096 

No. 3O】 
日本野鳥の会埼玉県支部 

S H I R A K 0 B A T 0 



田 ん ぼ の 上 を タ カ が 飛 ぶ 
中島康夫（蓮田市） 

昨年の秋、県東部の平地、それも田んぼのど真ん中でタカの渡りを楽しむことができ

ました。そこで、今後、みなさんの身近な場所でのタカの渡り観察の参考になるのでは

ないかと、そして将来、平地観察ポイントが増えれば、渡りルートが線で結ばれるので

はないかと寄稿しました。 

観察場所の風景1 

今回の観察種はほとんどサシバでしたが、 

ミサゴ・ハチクマ・トビ・オオタカ・ツミ・

チョウゲンボウも姿を見せてくれました。 

観察時期はちょうど稲刈りが一番忙しいと

きで、作業で出入りされる農家の方々に多く

のご迷惑をかけたと思っております。ただ今

回の観察場所は、たまたま知り合いの農家で

したのでご理解をいただくことができました

しかし、この場所がサシバ観察のポイント

として知れ渡り、カメラマンを含め多くのバ 

ードウォッチャーが押しかけられるようなこ

とになれば、観察ができなくなる懸念があり

ます。このため、この報告で場所を明示して

いないことをご理解くださし、 

● 最初の舞 

9月3日のことでした。カイツプリの観察

をしていたところ、前方の林からサシバが2 

羽飛び立ち、上昇気流に乗り上空を旋回し、 

南方向へ飛び去りました。このとき「もしか

したら、渡り途中のサシバがこの周辺の林を

埼（ねぐら）にしているのではないか・・・」と

思い、翌4日、林近くの見渡しが効く、田ん

ぼの真ん中の農道で観察を始めました。思っ

た通りサシバは周辺の林で休息し、飛びたち、 

観察場所の風景2 

あるいは多くのサシバが田んぼの上を渡って

行く姿を観察することができました。 

● その後の観察 

観察期間；10月3日（雨天を除く毎日）まで

の1ケ月間 

観察時間；おおむね午前8時から12時

観察人員；2名以上 

観察方法i農道に座り、四方を肉眼・双眼鏡

及びスコープを使用し観察 

観察場所の環境；座った前方IUリと河畔林、 

その先には点在する雑木林や屋敷林

そして沼、後方は東西に続く林、左

右は田んIえ 

’ 麟果 

@）今回の観察は調査ではないので、記録は参

考として捉えていただきたいと思っており

ます。 1ケ月の観察で438羽が観察され

ましたが、平地でこれだけのサシバが観察

されたのは、驚きでした。 

（右ベージ表「日8!I」現個馳」参照） 

@’ の林から飛びたつサシバと飛朔するサ

シバは双眼鏡で、前の河畔林から飛びたつ

サシバは肉眼で観察ができました。更に後 



方の林は近く、サシバの動きは充分観察で

きました。 

⑥周辺の林で埼入りしたサシバは、多くが 

9:00から10:30頃に飛ぴたち、上昇気流

に乗り南又は西方向にそのほとんどは渡っ

ていきましたが、上昇気流が出ないときは

もとの林に戻っていました。 

（本ベージ表「~嶋鋤がl」参照） 

⑥上昇気流は、沼や川の上空が発生しやれ、 

のか、その位置で観察することが多かった

です。サシバが埼入りする林近くは、川や

沼の水辺が近く、また田んぼもあり餌とな

るヘビやカエルの他、たくさんの昆虫類も

います。また、採餌する姿や樹頂・電柱・ 

アンテナに止る姿も数多く観察できました。 

（本ページ「升翻l方向別グラフ」参照） 

● 最後に 

今回の観察は、午前中だけでしたので、終

日やれば観察数共出庁入りの状況にも新たな発

見があったかもしれませんb 今シーズンはみ

なさんの身近な場所でも是非観察してみてく

ださし、 

ただ、平地はそこを仕事場としている方が

多く、もし迷惑をかけるようなことがあれば

観察さえできなくなることを念頭に置かなく

てはなりません。 

最終行になりましたが、今回の観察などに

ご協力いただいた方々ノ寸う礼を申し上げます。 

2008年 サシバ 日別出現個イ本数 
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アトlJの観察 
＝越谷市大吉調節池と宮内庁埼玉鴨場の場合＝ 

大塚 操・植平 徹・野村修己 

越谷市大吉調節池 

最初に気づいたのは今年の1月 18 日。大吉

調節池の野鳥保護ゾーン（以下「調節池」）で、 

16 時 30 分頃までに、群ごとに計約 70 羽が日

没方向に飛び立つのを確認しました（植平）。 

以来、 2月1日から 3人（最少 2人）で4月 

26 日まで観察を続けました。 

3月中旬頃までは、日没 30 分前頃から、調

節池上空から舞い降りる様に、きまった木（ャ

ナギ）に一旦とまりアシ原に入ります。10分
もするとその木に戻り木の芽を忙しく食べま

す。やがて日没方向に飛び立ちます。 

3月中旬頃からは、殆どが直接アシ原に入

り 10 分位、決まったブッシュ内で羽繕いしな

がら休み、動きが激しくなると間もなく日没

方向に向かって飛び立ちます。 

目没方向に向かって飛び立つグループは、 

最少2羽～最大 30羽程度で、飛来グループと

同じに見えました。 

なお日中は2. 3羽を観察した程度でした。 

宮内庁埼玉鴨場 

私たちは、「日没方向に飛び立つのは埼入り

のためだろう。調節池から見てその方向約2 
血先に宮内Iう崎玉鴨場（以下「鴨場」）がある。 

鴨場が埼になっているのではないか」と考え

ました。 

調節池と鴨場で携帯電話を使い調べてみま

した。その結果、飛び行く方向と飛んで来る

方向が一致し、そしてほぼ同じ数の群が 2, 
3分後に飛来することが分かりました。 

飛来したアトリは、隣接する大林寺西側の

鴨場敷地内の高いケヤキにとまります。しか

し、手前の大きいマツの木に遮ら1ノ観にくい

為、正確な数は把握できません。又、そのケ

ヤキに終結した後上空を旋回したり、戻った

りする場合もあります。また、調節池以外か

らも飛来しています。埼の場所は、鴨場の中

にあるアシ原か竹薮ではないかと推測してい

ます。 

約2 ケ月間、アトリに楽しませてもらいま

した。来年も必す朔奄来することを祈ります。 
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越谷市大吉調節池 宮内庁埼玉鴨場 

日没方向へ 埼入り 

時刻 羽数計 時刻 羽数計 
16:30 約 70羽 
16:30 70羽 
16:37 25羽 
16:47 40羽 
16:44 70羽 
16:40 40羽 
16:41 52羽 
16:34 62羽 
16:40 70羽 

2/10 16:48 80羽 
2/1 1 16:36 50羽 
2/13 16:47 約100羽 
2/14 17・12 約100羽 
2/15 17時頃 100羽超 
2/16 1 7:05 32羽 
2/17 16:40 98羽 
2/18 17:05 1 58羽 
2/19 17:07 99羽 
2/20 17:07 67り月 
2/21 17・17 約160羽 
2/22 17:05 約 80羽 17:07 約108羽 
2/23 17:13 43羽 1 7:25 約 1 50羽 
2/25 1 7:06 H3羽 1 7:1 7 約 110羽 
3/ 	1 1 7:06 約 80羽 17:17 約 100羽 
3/ 3 17・10 61月月 
3/ 5 17・28 約100羽 
3/ 7 17・17 約 86羽 
3/ 8 17・15 53羽 
3/ 	9 17・22 50羽 
3/10 17:15 80羽 
3/11 17:21 129羽 17:23 約100羽 
3/1 2 17・20 67羽 17:25 約 100羽 
3/13 17:07 111羽 
3/14 1 7:20 38羽 1 7:30 約 200羽 
3/1 5 17:34 120羽 17:40 約 200羽 
3/16 17:35 140羽 
3/17 1 7:30 145羽 1 7:40 約 60羽 
3/1 8 17:32 198羽 
3/19 17:39 189羽 
3/20 17:41 106羽 
3/21 17:45 171羽 17:48 約 200羽 
3/23 17:31 111羽 
3/24 17:33 144羽 
3/25 17:06 16羽 
3/26 17:31 96羽 
3/27 1 7:40 62羽 
3/28 17:34 H0羽 
3/29 17:33 68羽 
3/30 17:41 87羽 
3/31 17・55 118羽 
4/ 	1 1 7:40 0羽 1 7:30 約 20羽 
4/ 2 17:36 30羽 17・56 約100羽 
4/ 3 17:40 27羽 
4/ 4 1 7:30 26羽 
4/ 5 17・54 17羽 
4/ 6 17:50 53羽 
4/ 7 17・50 45羽 
4/ 8 18:00 33羽 1 8:03 約 50羽 
4/ 9 18:07 18羽 
4/10 18:09 12羽 
4/11 1 8:02 3羽 18:10 14羽 
4/12 17・52 8羽 18:00 約 50羽 
4/13 1 7:43 12羽 
4/14 1 7:45 0羽 
4/15 17:58 8羽 18:00 39羽 
4/16 1 7:42 6羽 1 8:00 約 50羽 
4/18 18:00 6羽 
4/19 17:40 4羽 18:00 0羽 
4/20 17:1 6 4羽 18:01 0羽 
4/21 1 8:00 0羽 
4/22 18:00 0羽 
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2月14日、神奈川県厚木市小鮎川下小 

鮎橋際で、シラコバト1羽（大橋雅敏） 

桶川市若宮1丁目 ◇アトリの群れb 昨年初

冬の初認から今年3月の終認までの自宅付

近での記録です。桶川駅西口公園とパーク

タウン若宮団地の間を行き来していた。落

葉の下の餌をあさっていて、人が通ると急

いで近くの木の枝に舞い上がっていた。11 

月30日、西口公園北側ケヤキの木で30羽＋、 

自宅近くでの初認。12月15日、同所南側滝

の南で30羽＋。12月16日、同所で30羽＋。 

12月18日、同所で30羽＋。 1月8日、同所

で10羽＋。 1月28日、団地管理事務所裏で 

30羽＋。 1月29日、同所で20羽＋。 2月1 

日、同所で10羽十。 2月11日、同所で30羽

＋。 2月21日、 9号棟南で30羽＋。 3月 3 

日、同所で40羽＋。 3月4日、同所で20羽

＋。 3月 5日、同所で20羽＋。 3月 8日、 

団地集会所の庭で（駅から最も近い所）50 

羽＋。 3月10日、同所で50羽＋。 3月11日 

PT31号棟南植込みで30羽＋。 3月20日午

前11時40分、12号棟南のケヤキで20羽＋。 

午後1時45分、団地管理事務所北で20羽十、 

自宅近くでの終認？ 落葉の中へもぐり

時々「キュキュ」と鳴く。小さな声を初め 

て聞いた（立岩恒久）。◇3月17日午前6時 

40分、アオジのさえずり。パークタウン若 

宮団地1号棟北側ハナミズキの枝で涼しげ

な声を今年も聞かせてくれた。 3月19日午

前6Iれ0分、ウグイスの初音0 自宅ベラン

ダから「ホーホケチョ」と今年初めて声を

聞く（立岩恒久）。 

川口市安行領在家 ◇3月2日、芝Jl臨岸印I 

口短期大学付近）の河川敷内のアシ原でゴ

イサギ幼鳥3羽、コサギ6羽（船木数樹）。 

さいたま市緑区蓮見新田 ◇3月2日、芝川

右岸の仮調整池でホシハジロ子1羽早 2羽、 

トモェガモ1羽。 2月10日頃から逗留して

いる（船木数樹）。 

さいたま市緑区宮本 ◇3月9日、芝川宮後

橋右岸で休息中のコガモ10数羽とカルガモ

数羽の中にマガン1羽。その後10日から1 

週間調査したが確認できなかった（船オ徴

樹）。 

さいたま市緑区宮本 ◇3月15日午後1時頃、 

ヒレンジャク1羽、見沼代用水西縁斜面林

でキヅタの実を採餌。以後5日間ほど馬場

東公園付近のキヅタの樹林域でヒレンジャ

ク数羽を確認（船木数樹）。 

さいたま市大宮区天沼町 ◇3月 3日、自治

医大付属さいたま医療センター入口横の茂

みでシロハラ1羽、ムクドリ多し、キジバ

ト（本多己秀）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇3月7日

午前9時10分頃、ヒレンジャク6羽、南側

のハンノキ林の方から飛来】キヅタの実に

来る。すぐにヒョドリ数羽がやってきた。 

10分位で釣り堀の向こうに飛び去る0 アカ

ゲラの声、シメ、ツグミな＆ 3月8日午

後3時50分頃、キレンジャク1羽、前日ヒ

レンジャクのやってきた辺りで待っている

と反対側から「チリリ」の声、探してみる

と地上lrn位の枝上にいた。すぐに飛び立

ちブッシュの向こうに消える。飛び立った

時、尾羽の黄色が目立った。 3月15日、キ

レンジャク1羽。 3月18日、ウグイス、い

い声でさえずる。鉄塔上にオオタカ成鳥1 

羽、カラスにちょっかいを出されて飛び去

る（藤原寛治）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園 ◇3月16日、子

供の森でヒレンジャク約15羽。ピクニック

の森でヒレンジャク約30羽、キレンジャク 
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約10羽の混群。林内の地上に降りて、リュ

ウノヒゲ？の実を食べていた（鈴木糸灘）。 

蓮田市蓮田 ◇3月3日午前 9時、自宅庭で

ウグイスが「ホーホケキョ、ケキョケキョ」 

とさえずる。3月11日、同所でカシラダカ、 

モズを見る。ハクセキレイが美しい声でさ

えずる（本多己秀）。3月12日、同所でメジ

ロ、シジュウカラさえずる。 3月27日、自

宅屋敷林でツミ1羽、シラカシの木にとま

っていた（本多己秀・久文子）。 

蓮田市蓮田根ケ谷公園 ◇3月 5日午前 7時、 

アトリ13羽、ハクセキレイ、メジロなど。 

3月20日午前 5時30分、ウグイス 3羽が「ホ 

ーホケキョ」とさえずっていた。 3月24日 

午前6時、ツグミ、シジュウカラ、ムクド 

リ、オナガ1羽月＋、ツミ 1羽上空通過。サ 

クラの花がほころんだ。 3月25日、午前 6 

時30分、ルリビタキ 2羽、 1羽はブルー、 

小さなブッシュより飛び立った。ウソ子1 

羽早 2羽、アトリ 9羽、 1羽の子は頭が真 

っ黒だった。ヒョドリ、ムクドリ多し、オ 

ナガ 5羽、シジュウカラなど。 3月26日、 

チョウゲンボウ久々に登場。20m上空でホ 

バリン久 ツグミ、シジュウカラ、ムクド 

リな＆ 3月29日午前 6時～6時30分、ハ

チジョウツグミ 1羽、30分の間に 2回確認

した。福島で見て以来2回目の目蝋オナ

ガ6--'7羽、シジュウカラ、キジバト、ツ

グミ、シロハラな巳 3月30日、ハチジョ

ウツグミ 1羽（本多己秀）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇3月10日、ハシブ

トガラスが枝を折っていた。オオタカが 

2羽同時に帆翻、その後屋敷林に消えた。 

シメ5羽が梢で日向ぼっこ。コジュケイが

盛んに鳴く。その他、アオジ、シロハラな 

& 3月18日、ハシボソガラスが巣の中に

居る。水場の倒木にハイタカ1羽、頭上を 

飛び去る。その他ルリビタキ早 1羽、カケ

ス、コジュケイ 2羽、シロハラ、アオジ、 

カワセミなこ 3月30日、ハシボソガラス

早が巣の中で優しく鳴いた。子が何処から

カ飛んできた。ツグミ 8羽の群れが林床で

採餌。腹部に赤味のあるツグミがいた。ノ、 

チジョウツグミのようだ。ヒョドリ数羽が

桜の蜜を吸っていた。他にカシラダカ8羽

の群れ、頭の黒い固体も混じる。ルリビタ

キ早 1羽、オナガの群れ、モズ、シメ等（長

嶋宏之）。 

蓮田市黒浜沼周辺 ◇3月22日、ツバメ 5羽

が飛び交っていた、今季初認口強風の中、 

アシ原上空をハヤブサが旋回。田んぼでカ

ェルの卵塊、オタマジャクシも泳いでいた 

（細田敦史）。 

越谷市七佐町8丁目 ◇3月 8 日午前 7時30 

分頃、シラコバト1羽、畑におりていた。 

ここでは、久しぶりの観察ハクセキレイ 

1羽。カワウ北から東に通過（小菅靖）。 

越谷市大吉調節池野鳥保護ゾーン ◇3月12 

日午後 5時10分、キレンジャク7羽、シダ

レヤナギに飛来し新芽を食べていた。今年

はキレンジャクが県内の各地で確認されて

いるが、越谷にも来ていた。 3月14日、ツ

バメ1羽悠然と飛んでいた。今年の初認（大

塚操、植平徹ほか2名）。 

坂戸市浅羽ビオトープ ◇ 3月hi日、水路の

排門前ワンドのネコヤナギの木に、ベニマ

シコ子 3羽早 1羽。さかんに花穂をついば

んでいた。その上の枝に、ウグイスが止ま

って「ホーホケキョ」とさえずった。高麗

川に面したネムの木広場脇の立ち木に、キ

レンジャク10羽の群れにヒレンジャク1羽。 

下に目餌となるヤブランが群生している（増

尾隆）。 

戸田市彩湖 ◇3月15日、ヒメアマツバメ 2 

羽、3月17日、ミサゴ1羽 （海老原美夫）。 

武蔵嵐山町 ◇3月16日午前10時45分頃、暖

かい春の1日、そしてラッキーな1日。菅

谷館跡の林の中で1羽のヒレンジャクを発

見し、 5メートルぐらいまで近づくことが

できました。15分ぐらい動かずにいてくれ 

たのできれいな姿を堪能。その後に 7羽が 

いて、計8羽確認できました。主人と 2人 

で久し振りのバードウオッチングでしたが、 

偶然ヒレンジャクと遭遇できました（林澄

恵）。 

宮代町東武動物公園 ◇3月i6日、ウグイ 
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スがきれいな声でさえずっていた。セグロ

セキレイが梢でさえずっていた。ヒョドリ

が 5'-6羽ヤナギの新芽を食べていた。コ

ブハクチョウが抱卵、本日産卵したとのこ

と。その他ホシハジロ子 8羽早 1羽、マガ

モ子早各7羽、カワセミ1羽、オオバン2 
羽、カルガモ15羽、カワウ多数（長嶋宏之）。 

熊谷市大麻生 ◇3月17日、ヒレンジャク40 
羽以上、キレンジャク10羽士の群れb いず

れの個体も初列風切羽内弁の白し羽縁を欠

くか、あっても不明瞭なことから、第1回

冬羽の若い個体群と思われる。樹上に群が

り、様子を見ては地上に降りてヤブランの

実をついばみ移動する、という行動を繰り

返していた。当地での3月の探鳥会でも両

種が観察されており、比較的早い時季に渡

来していたものかもしれない（榎本秀和）。 

川越市寺尾調節池 ◇ヒレンジャク4羽、ヤ

ナギの木にとまっていた（藤掛保司・宮子、 

中間一郎・清美）0K3月20日、ツバメ初

議 3月27日、イワツバメ初認（藤掛保司‘ 

宮子）。 

長瀞町宝登山 ◇3月20日午前11時頃、登山

道途中でカヤクグリ1羽、ウソ早 1羽、ア

カゲラc?1羽、キジJ早各1羽。宝登山西

側山稜上空を飛翻するノスリ 2羽、トビ1 
羽、オオタカ1羽（船木数樹ほか20名）。 

上尾市丸山公園 ◇3月21日、トモエガモ子 

1羽、カルガモと一緒にいてSm位まで近

寄ってきた。アトリ約60羽、頭の黒い夏羽

の子も混じっていた。ムクドリ、シロハラ

子が落ち葉をかきまわしていた。ウグイス

がいたるところにいた。他にキジ子1羽、 

コサギ、キセキレイ、ハクセキレイ、シジ

ュウカラ、コゲラ、アオジ、メジロ、ホオ

ジロ、カシラダカ、ツグミ、シメ、ジョウ

ビタキ、コジュケイ、カケス 3羽など（本

多己秀・久文子）。 

越谷市中島中川河川敷 ◇中川河川敷のシラ

サギのコロニーに今年もサギが集まり始め

た。 3月21日、チュウサギ 7羽。その後寒

い日に姿を消したが、4月4日に15羽飛来、 

それから徐々に数が増えている（戸張勝 

弘）。 

川島町ハ幡、中山 ◇3月26日、越辺川土手

を散歩中、ツバメ4羽。土手スレスレに飛

規今年初認。ハシボソガラス1羽、水際

で水浴。あまり見たことないのでしばらく

の間観察。 「カラスのイう氷」なのかなと思

ったらそうでもないようだ。水に入り羽を 

2, 3回バタバタさせた後、岸にあがって

羽繕いをした後、また水に入りバタバタ。 

これを4回繰り返していた。入念に化粧？

の後西方向に飛び去る。コハクチョウ 8羽 

（うち幼鳥4羽）、まだいた。例年だと 3月 

20日前後にはいなくなるのに。去年から環

境省の指導により餌付けをやめたため幼鳥

の体力が不足しているのかな。中山の塗装

工事会社前の電柱てっぺんにいつも見るシ

ラコバト1羽。去年12月から今年1月はぱ

ったり姿を見なかったが 2月からまた姿を

見せてくれるようになった。シラコバトは

この他川島町には4, 5羽確認している（阿

部義裕）。 

羽生市羽生水郷公園 ◇3月27日、ヒバリが

上空でさえずっていた。ウグイスがきれい

にさえずっていた。バン2羽とカルガモ30 
羽士が陸で採食。ツバメが 3羽水面をかす

めていた。その他、オカョシガモ子1羽早 

1羽、キジ子1羽早 1羽、アオジ、ホオジ

ロ、カシラダカ、オオジュリン、シメ、ツ

グミ等の冬鳥。帰り際チュウヒがアシ原を

舞い、ノスリが飛んだ（長嶋宏之）。 

白岡町元荒川ハ幡橋下流 ◇3月28日、中洲

でコチドリ 3羽、イソシギ1羽、ハクセキ

レイ1羽が採餌。流れに逆らってセグロカ

モメが 1羽、ハシビロガモ子 2羽早 1羽。 

対岸の木でカラスが抱卵中（昨年と同じ巣

を使用）。その他、カルガモ、コガモ多数 

（長嶋宏之）。 

表紙の写真 

タ力目タ力科ハイタ力属オオタカ 

林の中で思いがけない遭遇。あわててシャ 

ッターを切りました。 

鵜飼喜雄（深谷市） 
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HB芦, . 
ダイサギ（藤掛宮子） 

「要予約」と記載してあるもの以外、予約申し

込みの必要はありません。初めての方も、青い腕

章の担当者に遠慮なく声をおかけください。私た

ちもあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費：就学前の子無料、会員と小中学生 50 

円、一般 100 円。 持ち物：筆記用具、雨具、昼

食、ゴミ袋、持っていれば双眼鏡などの観察用具

も（なくても大丈夫）。 

解散時刻；特に記載のない場合正午から午後1 
時ごろ。悪天候の場合は中止、小雨決行です。 

できるだけ電車バスなどの公共交通機関を使

って、集合場所までお出かけください。 

北本市・石戸宿定例探鳥会 

期日】6月7日（日） 

集合】午前 9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口アイメガネ前から 

北里メディカルセンター病院行きバス 

8:31発で「自然観察公園前」下車。 

担当】浅見、岡安、大坂、内藤、立岩、永野 

（安）、山野、長谷川 

見どころ：若葉が茂り、鳥の姿が見えにくい

季節です。その代わりに鳴き声を楽しみ

ましょう。この地名物オオョシキリのに

ぎやかな合唱、昨年声を頼りにカウント

したらなんと 57 も！ 今年もカウント

します。ホトトギスやカッコウの声など

も期待しましよう。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

＜差間コース＞ 

期日】6月7日（日） 

集合】午前 9時、浦和くらしの博物館民家園

駐車場、念仏橋バス停前。 

交通．JR浦和駅東ロ②番バス乗り場から、東川

口駅北口行き8:37発で、「念仏橋」下車。 

後援】浦和くらしの博物館民家園 

担当】手塚、伊藤（芳）、倉林、若林、新井（勇）、 

赤堀、須崎、藤田（敏） 

見どころ：繁殖期たけなわ。鳥の種類は少な

いけれど、巣立ちの雛が見られる季節で

す。梅雨入り前の鳥たちのくらしをそっ 

と観察しましょう。 

ご注意】調節池の工事が本格化してきました。 

当日の状況によりヘルシーロードコース

に変更することもあります。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】6月 14日（日） 

集合】午前 9時 30 分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷 9:09 発、または寄居 

8:49発に乗車。 

担当】榎本（秀）、森本、中里、大津、倉崎、 

高橋（ふ）、後藤、藤田（裕）、栗原、飛田、 

新井（巌）、千島、鵜飼、進士、岡田 

見どころ・梅雨入りで中止になることが多い 

6月の大麻生ですが、子育てに追われて

いる野鳥たちを観察できます。昨年は親

鳥の給餌を待つツバメや、 2羽の雛をの

せたカイツブリのほほえましい姿が楽し

めました。 

坂戸市鯛高麗川探鳥会 

期日】6月 14日（日） 

集合】午前 9時、東武越生線川角駅前。 

交通，東武東上線川越8:10-→坂戸で越生線乗

り換え 8:39発。または寄居 7:38→小川

町乗り継ぎ、坂戸で越生線乗り換え。JR 

埼京線大宮 7:35→川越で東武東上線乗

り換え。 

担当】山口、青山、久保田、志村、杉原、高草

木、高橋（優）、林、藤掛、藤津、増尾、持 
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事務局案内 r 

丸、山田（義） 

見どころ】ホトトギス、定番のカワセミ、そ

して身近な鳥たちを楽しみます。もしか

したら猛禽類も。 

岡県・朝霧高原探鳥会（要予約） 

期日：6月20日（土） 

集合：午前6時50分、JR大宮駅西口ソニツ

クシティー前広場。 

交通：往復とも貸し切りバスを利用。 

解散：当日午後 7時ころ、大宮駅西口。 

費用：7, 000 円の予定（往復バス代、高速道

路料金、保険料など）。過不足の場合は当

日精算。参加者数により費用の増減があ

ります。 

定員：30名（先着順、当支部会員優先、最少

催行人員20名） 

担当：榎本（秀）、青木、長野 

申込み：普通はがきに、住所、氏名、年齢（保

険に必要）性別、電話番号を明記して、 

榎本秀和 

まで 

見どころ】「夏鳥が少なくなった」と言う声を

聞きます。そんな夏鳥のひとつアカモズ

を、富士山麓で探します。もちろん他の

鳥も楽しめますが、主にアカモズねらい

の探鳥会です。 

ご注意：雨天決行です。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき：6月20日（土）午後 3時～4時ころ。 

会場】支部事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日：6月21日（日） 

集合：午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東 

口、集合後バスで現地へ。または午前9 

時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当：楠見、福井、倉林、渡辺、若林、小菅、 

赤堀、新部、青木、増田、宇野浄、須崎、 

船木 

見どころ：6月の探鳥会は小雨を承知。桜並

木が傘代わりです。遠くでカッコウの鳴

く声も聞こえます。芝川にカルガモの親

子が泳ぎ、バンも子育て中。 

4月の三室探鳥会で、ハナミズキ

の花とホオジ口（今井基雄） 

支部総会のご案内 

日時： 6月21日（日） 

午後］時 30分 受付開始 

午後 2時～2時30分 記念講演 

午後 2時 30分～4時30分 総会 

会場：さいたま市立浦和コミュニティーセン

ター（浦和駅東口すぐ前、パルコの建物） 

10階第 14 集会室。 

記念講演：財団本部理事安西英明氏 

「鳥に学ぶ、男と女」 

総会議題：平成 20年度事業報告と決算報告、 

平成 21年度事業計画と予算案、平成 21 

年度役員の選出。 

参加資格：支部会員であればどなたでも参加

できます。 

支部の規約に基づいて昨年度の支部活

動を振り返り、今年度の予算や方針を決

める大切な総会です。多数の方のご参加

をお待ちしています。 

総会後には、支部事務局内での懇親会

も予定しています。 



行事報告〕 

12月6日（土） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

参加】52名 天気】日青

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサギ マ

ガモ カルガモ コガモ ョシガモ ヒドリガモ 

オナガガモ ハシビロガモ キンクロハジロ ホ

オジロガモ ミコアイサ ミサゴ トビ オオタ

カ ノスリ ハイイロチュウヒ チュウヒ コチ

ョウゲンボウ オオバン ユリカモメ セグロカ

モメ キジバト ハクセキレイ セグロセキレイ 

ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイ

ス シジュウカラ メジロ ホオジロ オオジュ

リン カワラヒワ ベニマシコ シメ スズメ 

ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（46 

種）風あるが雨上がりで空気の透明感がある。谷

中湖では今年も釣り人多く水鳥達は遠いが、西橋

付近でハジロカイツブリが2羽、かわいい姿だっ

た。中ノ島の谷中ブロックではカンムリカイツブ

リやミコアイサの早、マガモ、ヒドリガモ等水鳥

たちはここに集中。オナガガモ、今年は多い。オ

オタカが現れ、カモたちが一瞬飛び立つ。チュウ

ヒ、歩くうちにノスリ、ミサゴ、コチョウゲンボ

ウ、トビ、ハイイロチュウヒ早とタカ類が姿を見

せてくれた。風も強まり小鳥類は出難い状況も、 

渡良瀬らしい探鳥会だった。 	（内田孝男） 

12月7日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

参加・70名 天気‘快晴 	ノ 

カワウ アオサギ マガモ コガモ オオタカ

コジュケイ バン キジバト コゲラ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ アカハラ シロハラ ツグ

ミ ウグイス ェナガ ヤマガラ シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ アトリ

カワラヒワ シメ スズメ ハシボソガラス ハ

シブトガラス（29種）（番外：ドバト ガビチョ

ウ）この冬一番の冷え込みにも、多数の参加者。 

それに比して、出現鳥の種類はやや少なかったが、 

内容で勝負！ 8月に続いて今回もコジュケイ家族

の行列に遭遇。桜堤では真っ白な富士山を背景に、 

オオタカの飛翻を全員で堪能。ジョウビタキは、 

紋付姿で何度も登場し、参加者から喝采。県内各 

地で群れが観察されているアトリは1羽だけだっ 

た。 	 （浅見 徹） 

12月7日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】62名 天気・晴 	
ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ ョシガモ オオ

タカ チョウゲンボウ ハイタカ ハヤブサ バ

ン キジバト カワセミ コゲラ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ ベニマシコ シメ スズメ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（36種）ヘルシーロードコーー 

スを歩いた。寒く、澄み切った冬晴れの日。真っ

白な富士山はもとより、高台からは、白い赤城山

べ考ミ名山と思われる山々まで見ることができた。 

真っ青な空では、タカの仲間とカラスとのバトル

が数箇所で見られた。地上ではまだ落ち着かない

ツグミたちなど冬の鳥たちと出会うことができた。 

（伊藤芳晴） 

12月13日（土） 所沢市 狭山湖 

参加】38名 天気‘曇 

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ アオサギ マガモ カルガモ コ

ガモ ョシガモ オナガガモ ホシハジロ ホオ

ジロガモ トビ オオタカ キジバト コゲラ

ハクセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ルリ

ビタキ シロハラ ツグミ ウグイス ェナガ

ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジロ ア

オジ カワラヒワ イカル シメ スズメ ムク

ドリ ハシブトガラス（36種）（番外：ドバト）周

辺の林地は、下草がかなりメリり込まれていて鳥影

が薄く黙々と探し歩いたが、湖畔近くでイカルが

出現してくれて一気に盛り上がった。カンムリカ

イツブリは群れで健在ながらも、個体数は明らか 

に減少しており気がかりだ。 	（石光 章） 

12月14日（日） 熊谷市 大麻生 

雨のため中止。 
	 （榎本秀和） 

12月14日（日） さいたま市 岩槻文化公園 
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雨のため中止。 	 （長野誠治） 

12月17日（水） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

参加】26名 天気】曇後雨 

カイツブリ ハジロカイツブリ カンムリカイツ

ブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサギ マ

ガモ カルガモ コガモ ョシガモ ヒドリガモ

オナガガモ キンクロハジロ ミコアイサ カワ

アイサ トビ ノスリ チュウヒ ハヤブサ オ

オバン セグロカモメ キジバト ヒバリ ハク

セキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ツグミ ウグイス メジロ ホオジロ ア

オジ オオジュリン ベニマシコ シメ スズメ

ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（41 

種）谷中湖では白くなってきたミコアイサやカワ

アイサも姿を見せてくれた。中の島でチュウヒの

飛朔を見、浮島に止まったタカの識別を楽しんだ。 

ベニマシコなどの小鳥を探したりしている内に、 

時々小雨が落ちてきて東谷中橋を過ぎた頃から本

降りとなったため、中の島の東屋で鳥合わせをし

て早めに終了した。この天候の割には楽しめたと 

思う。 	 （玉井正晴） 

' 12月20日（土） 滑川町 武蔵丘陵森林公園、 

参加：56名 天気：晴 
	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ トモェガモ オカョシガ

モ オナガガモ トビ オオタカ ノスリ キジ

バト カワセミ アカゲラ コゲラ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ ビンズイ ヒョ

ドリ モズ ルリビタキ ジョウビタキ シロハ

ラ ツグミ ウグイス エナガ ヤマガラ シジ

ュウカラ メジロ カシラダカ アオジ アトリ

カワラヒワ シメ スズメ カケス ハシブトガ

ラス（40種）（番外：ガビチョウ） （喜多峻次） 

/12月20日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】8名 

新井浩、池田泰右、江浪功、海老原教子、海老原

美夫、大坂幸男、志村佐治、藤掛保司 

' 12月21日（日） 加須市 加須はなさき公園、 

参加】40名 天気】日青 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ コハク

チョウ カルガモ コガモ ヒドリガモ ハシビ 

ロガモ キジ キジバト ハクセキレイ セグロ

セキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ツグミ ウグイス ヤマガラ シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ シ

メ スズメ ムクドリ カケス オナガ ミヤマ

ガラス ハシボソガラス ハシブトガラス（33種） 

（番外：ドバト）昨年は物凄い風の中の探鳥であ

ったが、今日は無風で暖かい中のスタート。この

近辺も宅地化が進み心配したが、100羽を超えるミ

ヤマガラスの群れ。ハシボソガラス・ハシブトガ

ラスもいたのでそれぞれの特徴をじつくり観察で

きた。また早めに集合場所に来ていた人達はコハ

クチョウの編隊飛行を堪能。（あまりにも素晴らし

い飛翻のため開始ちょっと前だが出現鳥にいれさ 

せていただいた。） 	 （青木正俊） 

12月21日（日） さいたま市 三室地区 

参加】55名 天気：晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ カルガモ コガモ オカョシガモ ヒドリガ

モ オナガガモ ハシビロガモ オオタカ ハイ

タカ バン オオバン イソシギ ユリカモメ

セグロカモメ キジバト カワセミ コゲラ キ

セキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョ

ドリ モズ ジョウビタキ アカハラ ツグミ

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ ア

オジ アトリ カワラヒワ シメ スズメ ムク

ドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（41種） 

三室探鳥会に出て、今年も無事に終わったと満足

した参加者でにぎわった。出現した鳥も多く、当

たり年といわれるアトリが24年目に初出現して、 

三室で見られた鳥の数が118種になった。来年も楽 

しくと誓って散会した。 	 （楠見邦博） 

4月26日秋ケ瀬探鳥会 

	ノ 

	ノ 
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●今年も「ヒナを拾わないで！！」 

（財）日本野鳥の会など共催、環境省後援で、 

「ヒナを拾わないで！！」キャンペーンを実施。 

野鳥のヒナが地上にいても、拾わないでくだ

さい。落ちているのではなくて、降りているので

す。迷子になっているのではなく、親鳥が近く

にいて、人がいなくなるのを待っているのです。 

ヒナはそのままにして、できるだけ早くその場か

ら離れてください。ネコやカラス、車などが心配

なら、ヒナを近くの茂みなどに移動することはで

きます。親鳥はヒナの声で居場所がわかります

から。 

自然の世界で生きていけるように、人が鳥の

ヒナを育てることはできません。何とか元気に育

ってと祈りながら、そのままにしておくほかない

のです。 

●谷ロさんのサイン入り本10冊限定販売 

2-'3月号でご

紹介したイラスト

レーター谷口高司

さんと谷口りつこ

さんの共著『大人

のためのバードウ

ォッチング入門』 

が東洋館出版社か

ら刊行されました。 

支部では特にお

願いしてサイン入

り 10冊を仕入れ、支部会員優先で、定価「1600 

円＋税」のところ、1600 円で販売します。探

鳥会などで目にとまりましたら、手に取って

ごらんください。 

●さいたま市中央図書館に『しらこぱと』を 

展示 

同図書館（浦和駅東口パルコ8階）では、見沼  

たんぼに関連した資料を展示する「見沼たんぼコ 

ーナー」を新設しました。見沼田んぼで活動する

市民団体のひとつとして当支部も、毎月の支部報

をファイルにまとめて展示、見沼たんぼの探鳥会

に加え、支部活動全般の案内をすることになりま

した。 

●会員数は 

5月1日現在2, 149人です。 

活動と予定 

4月11日（土） 5月号校正（海老原美夫・大

坂幸男・志村佐治、藤捌呆司・山田義郎）。 

4月19日（日）役員会（司会】長野誠治、各

部の報告・親子探鳥会講師派遣・支部総会

準備・その他）0 

4月 20日（月） 「支部報だけの会員」に向け

て5月号を発送（倉林宗太郎）。 

●事務局の予定 

6月 6 日（土）編集部・普及部・研究部会。 

6月13日（土） 7月号校正（午後4時から）。 

6月14日（日）役員会（午後4時から）。 

6月20日（土）袋づめの会（午後 3時から）。 

編集後記 

隣家の青年に「4月29 日から続く 12連休

とは結構ですね」と話したら、 「どうしてど

うして、仕事が無くて休みなんです。休み無

く働いている人がうらやましい」との返事。 

休みたかった若いころの自分と比べて、複雑

な気持ち。（内藤） 

前号「サギ類の婚姻色」、時季についての

記載は私のフィールド大久保農耕地での観

察結果。コロニーなどではもっとずっと早く

から観察できます。（海老原） 
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